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平
成
２７
年
第
一
回
売
木
村
議
会

臨
時
会
が
５
月
８
日
１
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
付
議
事

件
５
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

ิ
ਖ਼
༧
ࢉ

①
平
成
２６
年
度
売
木
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）
の
専
決

処
分
の
報
告
（
特
別
交
付
税
の

増
額
、
基
金
取
り
崩
し
に
よ
る

繰
入
金
の
減
額
、村
債
の
減
額
、

財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
金
３

千
８４
万
７
千
円
な
ど
総
額
２
千

３
百
６３
万
８
千
円
追
加
）

②
売
木
村
村
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
（
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン

化
特
例
の
導
入
ほ
か
）

③
売
木
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

①
平
成
２７
年
度
売
木
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い

て
（
落
雷
に
よ
る
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
施
設
修
繕
、
防
犯
灯
修
繕

費
用
、
村
道
補
修
工
事
費
の
増

額
、
な
ど
総
額
百
５０
万
２
千
円

追
加
）

①
売
木
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更
に
つ
い
て
（
事
業
計

画
に
山
留
セ
ン
タ
ー
施
設
改
修
、

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
屋
根
塗

装
、
空
き
家
利
活
用
、
地
域
環

境
整
備
事
業
を
追
加
）

ใ

ࠂ

①
繰
越
明
許
費
計
算
書
に
つ
い
て

（
平
成
２６
年
度
売
木
村
一
般
会

計
）（
繰
越
事
業
１２
件
）





①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
国
会
決
議
の

実
現
を
求
め
る
陳
情
書
に
つ
い

て
（
常
任
委
員
会
付
託
）

②
年
金
積
立
金
の
専
ら
被
保
険
者

の
利
益
の
た
め
の
安
全
か
つ
確

実
な
運
用
に
関
す
る
意
見
書
の

採
択
を
求
め
る
陳
情
書
に
つ
い

て
（
常
任
委
員
会
付
託
）

ิ
ਖ਼
༧
ࢉ

①
平
成
２７
年
度
売
木
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い

て
（
村
道
６
号
線
補
修
工
事
、

地
域
防
災
計
画
改
定
業
務
、
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー
屋
根
塗
装
工

事
費
の
増
額
、
学
校
校
舎
漏
水

対
策
工
事
ほ
か
総
額
千
９
百
８６

万
１
千
円
追
加
）

②
平
成
２７
年
度
売
木
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い

て
（
特
定
健
康
診
査
等
事
業
費

の
増
額
ほ
か
１
万
６
千
円
追

加
）

③
平
成
２７
年
度
売
木
村
介
護
保
険

特
別
会
計
（
保
険
事
業
勘
定
）

補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い

て（
一
般
管
理
費
の
財
源
振
替
）

④
平
成
２７
年
度
売
木
村
介
護
保
険

特
別
会
計
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
勘
定
）
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て
（
車
両
の
点
検
整
備

費
の
追
加
８
万
８
千
円
）

ൃ

ٞ

①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
国
会
決
議
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い

て
②
年
金
積
立
金
の
専
ら
被
保
険
者

の
利
益
の
た
め
の
安
全
か
つ
確

実
な
運
用
に
関
す
る
意
見
書

（
２
件
の
意
見
書
は
６
月
１６
日
付
で

総
理
大
臣
他
へ
送
付
）

Ұ
ൠ
࣭


５
番

後
藤
一
夫
議
員

①
山
羊
の
生
産
、
飼
育
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
計
画
が
あ
る
の
か
。

村
長
答
弁

村
内
の
肉
用
牛
飼
育
農
家
の
減

少
に
よ
り
「
ぶ
な
の
嶺
牧
場
」
の

有
効
利
用
を
考
え
、
山
羊
の
導
入

を
計
画
し
ま
し
た
。
現
在
畜
産
組

合
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
に
よ
り
、

組
合
に
加
入
し
て
一
緒
に
な
っ
て

活
動
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
山

羊
の
貸
出
も
し
て
い
た
だ
き
村
内

に
も
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

又
、
遊
休
荒
廃
地
へ
の
放
牧
や

定
に
つ
い
て
（
課
税
限
度
額
の

引
上
げ
ほ
か
）

平
成
２７
年
第
二
回
売
木
村
議
会

定
例
会
が
６
月
１６
日
１
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
付
議
事

件
９
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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イ
ベ
ン
ト
等
で
山
羊
と
の
ふ
れ
合

い
の
機
会
を
設
け
て
頂
き
好
評
で

も
あ
り
ま
す
。

村
と
し
ま
し
て
も
、
山
羊
ミ
ル

ク
な
ど
乳
製
品
の
特
産
品
化
を
図

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

山
羊
飼
育
農
家
の
普
及
を
村
全

体
で
取
り
組
め
る
よ
う
に
と
思
う

と
こ
ろ
で
す
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た

平
成
２７
年
４
月
か
ら
６
月
ま
で

の
間
に
次
の
方
々
か
ら
ふ
る
さ
と

寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
附
金
は
い
っ
た
ん
基
金
に
積

み
立
て
、
こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

個
人
か
ら

楠
元

剛

様
（
川
崎
市
）

古
谷

健
司

様
（
武
蔵
野
市
）

小
松

奈
保
子

様
（
小
松
市
）

浅
井

浩
子

様
（
名
古
屋
市
）

福
留

光
也

様
（
袋
井
市
）

三
浦

寛
之

様
（
横
浜
市
）

秋
山

博
紀

様
（
静
岡
市
）

松
方

和
彦

様
（
茨
木
市
）

石
村

麻
紀
子

様
（
岡
山
市
）

篠
原

有
希
子

様
（
大
田
区
）

上
田

康
史

様
（
中
野
区
）

清
水

孝
兼

様
（
新
潟
市
）

内
田

豊

様
（
西
宮
市
）

佐
々
木

誠
人

様（
久
留
米
市
）

勅
使
河
原

豊

様
（
葛
飾
区
）

岡
﨑

真
二

様
（
周
南
市
）

新
田

和
久

様
（
横
浜
市
）

普
入

政
幸

様
（
清
瀬
市
）

伊
藤

猛
司

様
（
名
古
屋
市
）

森
川

由
基

様
（
市
原
市
）

近
藤

信
子

様
（
静
岡
市
）

佐
藤

典
子

様
（
仙
台
市
）

田
村

は
る
み

様
（
横
浜
市
）

稲
垣

秀
一

様
（
板
橋
区
）

西
尾

里
美

様
（
多
治
見
市
）

北
澤

謹
次

様
（
川
崎
市
）

足
立

憲
昭

様
（
西
宮
市
）

石
毛

寿

様
（
浦
安
市
）

山
﨑

裕
一

様
（
名
古
屋
市
）

法
人
か
ら

丹
羽
コ
ル
ク
興
業

株
式
会
社

様（
名
古
屋
市
）

山
岡
石
材
工
業

株
式
会
社

様
（
高
岡
市
）

株
式
会
社
飯
田
水
晶
山

温
泉
ラ
ン
ド

様（
飯
田
市
）

多
子
世
帯
応
援

ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行

【
事
業
概
要
】

多
子
世
帯
の
生
活
を
応
援
す
る

た
め
、「
な
が
の
子
育
て
家
庭
優

待
パ
ス
ポ
ー
ト
」の
協
賛
店
舗
で
、

商
品
購
入
や
サ
ー
ビ
ス
等
に
使
用

で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
ま

す
。対

象
の
ご
家
庭
に
は
、
９
月
を

目
途
に
申
請
書
・
ご
案
内
等
を
お

送
り
し
ま
す
。

【
ク
ー
ポ
ン
券
に
つ
い
て
】

対
象
世
帯
：
年
度
末
年
齢
１８
歳
以

下
の
子
ど
も
が
３
人
以
上
い
る
世

帯※
基
準
日（
平
成
２７
年
５
月

２７

３１
日
）

に
住
民
登
録
し
て
い
て
、
平
成
９

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
子
ど

も
が
３
人
以
上
い
る
世
帯
。

配
布
金
額
：
１
万
円
／
人
（
第
３

子
以
降
の
子
ど
も
の
数
に
応
じ
て

配
布
さ
れ
ま
す
。）

▼
お
問
合
せ
先

売
木
村
役
場
住
民
課

０
２
６
０−

２
８−

２
３
１
１

法
律
・
人
権
・
調
定
・

公
証
無
料
相
談
会
実

施
に
つ
い
て

裁
判
所
、
法
務
省
、
検
察
庁
及

び
弁
護
士
会
で
は
、
１０
月
１
日
か

ら
の
１
週
間
を
「
法
の
日
」
週
間

と
し
、
全
国
各
地
で
裁
判
手
続
き

等
に
関
す
る
説
明
会
等
の
催
し
を

行
う
予
定
で
す
。

こ
れ
に
合
わ
せ
、
家
庭
裁
判
所

飯
田
支
部
に
お
い
て
も
、
法
律
等

の
無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
程
：
１０
月
２
日
（
金
）

時
間
：
午
前
１０
時
か
ら
午
後
４
時

場
所
：
長
野
地
方
・
家
庭
裁
判
所

飯
田
支
部

▼
お
問
合
せ
先

長
野
地
方
・
家
庭
裁
判
所
飯
田
支

部☎
０
２
６
５−

２
２−

０
１
８
９

か
ぶ
ち
ゃ
ん
フ
ァ
ー
ム

株
式
会
社

様
（
飯
田
市
）

プ
ラ
チ
ナ
萬
年
筆

株
式
会
社

様
（
台
東
区
）

匿
名
希
望
の
方

２
４
７
名

お
名
前
の
公
表
を
希
望
さ
れ
な

い
方
も
お
見
え
に
な
り
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
合
計
額
は
、

６
３
９
万
９
千
２
百
円
に
な
り
ま

し
た
。
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オータムジャンボ宝くじ9月28日（月）発売!
今年のオータムジャンボ宝くじの発売期間は平成２７年９月２８日（月）

から１０月１６日（金）までです。

この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢

化対策など地域住民の福祉向上のために使われます。

なお、宝くじの収益金は、長野県販売実績により配分されますので、

長野県内の宝くじ売り場でお買い求めください。

村内の農地を借り受けた農業者等に対して補助金を交付します。
～売木村農地流動化促進事業補助金～

対象 ・農地法又は農業経営基盤強化促進法に基づく利用権が設定された農地

・権利設定後、耕作及び管理された農地

対象者 ・１０a以上の農地を耕作する農業者

ิॿ金ֹ ・１０aあたり８,５００円以内

ิॿ金Λड͚ΔͨΊʹ
①農地法又は農業経営基盤強化促進法に基づく利用権※の設定

②農業委員会による現地確認（９月～１０月）

③送付された交付金申請書の内容を確認し農業委員会に提出（１１月頃）

④補助金の交付

※補助金を受けるためには、農地法又は農業経営基盤強化促進法による利用権の設定が必要です。未手続の

農地がある場合は、農業委員会までご相談ください。

戦没者のご遺族の皆様へ ୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈୈेेेेेेेेेेेेेेेेेेेेेेेेेेेेेेेेेेेेेेेेेेճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճճಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛಛผผผผผผผผผผผผผผผผผผผผผผผผผผผผผผผผผผผผผผผผผผீீீீீீீீீீீீீீீீீீீீீீீீீீீீீீீீீீீீீீீீீீҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚҚ金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕͕څڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅڅࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧࢧささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕΕまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
○特別弔慰金の趣旨

戦後７０周年に当たり、今日の我が国の平和と繁栄の礎となった戦没者等の尊い犠牲に思いをいたし、国と

して改めて弔慰の意を表するため、戦没者のご遺族に特別弔慰金（記名国債）を支給するものです。

第十回特別弔慰金については、ご遺族に一層の弔慰を表すため、償還額を年５万円に増額するとともに、

５年ごとに国債を交付することとしています。

○支給対象者
戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成２７年４月１日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や

「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、

次の順番による先順位のご遺族お一人に支給。

１ 平成２７年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方

２ 戦没者等の子

３ 戦没者等の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹

※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件を満たしているかどうかにより、順番が

入れ替わります。

４ 上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪等）

※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を有していた方に限ります。

○支給内容 額面２５万円、５年償還の記名国債

○請求期間 平成２７年４月１日から平成３０年４月２日

（請求期間を過ぎると第十回特別弔慰金を受けることができなくなりますので、ご注意ください。）

○お問合せ 売木村役場 住民課
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「年金情報流出」を口実にした犯罪にご注意ください！
日本年金機構への不正アクセス事案では、皆さまの年金情報が流出し、ご迷惑、ご心配をおかけしております。
申し訳ありません。 政府は、皆さまの年金を守ることを最優先に取り組んでいます。 あわせて、皆さまに気を
付けていただきたいことがあります。
日本年金機構を名乗って口座番号を聞き出そうとする者や、「流出した個人情報を削除してあげる」と持ちかけ
てくる者が現れています。

・日本年金機構から、この件でお客さまに電話やメールで連絡することは、一切ありません。なお、流出が
確認された方への新しい基礎年金番号は、郵送でお知らせします。

・日本年金機構が、この件でお客さまにお金やキャッシュカードを要求することは、一切ありません。
・日本年金機構が、この件でお客さまにATMの操作をお願いすることは、一切ありません。

ご自分の情報が流出しているのでは？など、ご心配の方は、下記専用電話窓口またはお近くの年金事務所へご
相談ください。

日本年金機構専用電話窓口（通話料はかかりません）
☎0120－818211 受付時間8：30～21：00（平日及び土日）

社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）が始まります
マイナンバーは、住民票を有する全ての方に１人１つの番号を付して、社会保障、税、災害対策の分野で効率
的に情報を管理し、複数の機関に存在する個人の情報が同一人の情報であることを確認するために活用されるも
のです。マイナンバーは一生使うものです。マイナンバーが漏えいして、不正に使われるおそれがある場合を除
いて、番号は一生変更されませんので、マイナンバーはぜひ大切にしてください。

■通知カード
平成２７年１０月以降、住民票を有する全ての方一人一人に１２桁のマイナンバー（個人番号）が通知されます。通

知は、村から、原則として住民票に登録されている住所あてにマイナンバーが記載された「通知カード」を送る
ことによって行われます。通知カードは、券面に氏名、住所、生年月日、性別（基本４情報）、マイナンバーが記
載されたものになります。通知カードは全ての方に送られますが、顔写真が入っていませんので、本人確認のと
きには、別途顔写真が入った証明書などが必要になります。

■個人番号カード
個人番号カードは、券面に氏名、住所、生年月日、性別、マイナンバーなどが記載され、本人の写真が表示さ
れます。通知カードでマイナンバーが通知された後に、村に申請すると、平成２８年１月以降、個人番号カードの
交付を受けることができます。個人番号カードは、本人確認のための身分証明書として利用できるほか、カード
のＩＣチップに搭載された電子証明書を用いて、e－Tax（国税電子申告・納税システム）をはじめとした各種電
子申請などに使用できます。

■平成28年1月からマイナンバーを利用します。
平成２８年１月から、社会保障、税、災害対策の行政手続にマイナンバーが必要になります。マイナンバーは社
会保障、税、災害対策の中でも、法律や自治体の条例で定められた行政手続でしか使用することはできません。
詳しくは

マイナンバーホームページ http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/
マイナンバーコールセンター 0570－20－0178

受付時間:平日9時30分～17時30分
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住みよい地域社会を目指し、特色ある創造的な地域づくりと活性化に取り組む事業を支援する「長野県元気づ
くり支援金事業」の今年度対象事業が次のとおり決定しました。
元気づくり支援金事業は以下の5事業が採択となりました。各事業への支援金の活用により、更なるむらづく
りの協働促進、また地域の活性化に期待します。

交付決定額
（千円）

事業費
（千円）

事業内容
実施
団体

事業名区分番号

1,7222,580

村内の名所、旧跡を観光資源として活かす

ため、住民参加で遊歩道の整備や劣化した

木橋の架け替え、案内看板を設置し観光客

が周遊できるようにする。

売木村
おらが村百景散策遊
歩道整備事業

ソフト
ハード

1

3,1464,220

地域住民が中心となった実行委員会により
「うるぎ星の森音楽祭」を中心に村の魅力
的な人や資源を活用しランニングイベント
や星空観察会を実施することで、売木村を
訪れるリピート客やファンを増やし、交流
人口を増加させる。

うるぎ
星の森
音楽祭
実行委
員会

うるぎ高原で走ろう
&星と音楽の祭典

ソフト2

675901

若い世代や子どもの減少が著しい中で、少
子化対策として転出者や独身者等の現状や
本音を専門家と共に調査し、より効果の高
い婚活イベントを実施するとともに、調査
方法からその結果を受けたイベントの構築
方法までを管内他団体にも普及させる。

売木村
過疎少子化対策プロ
ジェクト

ソフト3

1,1031,672

「売木学園」の学園生確保のため、村の特

色を生かした活動に取り組むとともに、修

学生等の協力により学園章を定め、パンフ

レット等を活用して活性化を図る。

売木村
山村留学をもっと売
り込み隊事業

ソフト4

4,00011,329

遊休農地管理のため、ヤギの放牧による除

草を進めるとともに、副産物として生産さ

れるヤギの生乳を村の新たな特産品として

6次産業化を推進する。

売木村
山羊のミルクで特産
品開発事業

ハード5

平成27年度長野県元気づくり支援金対象事業が決定しました。

総勢800名を超える多くの方が集いました総勢800名を超える多くの方が集いました！！
昨年9月6日（土）に第１回目を開催した「うるぎ星の森音楽祭」。

第2回目を今年は7月25日（土）に開催しました。当日は、標高
1200メートルの高原で爽やかな風と晴れわたる青空の下、出演
者や観客を含め、総勢870名を超える多くの方が集い賑わい大盛
況となりました。
売木村観光大使Paix2（ぺぺ）をはじめとする８組のアーティ

ストによるステージ、さらに特別出演として売木中学校の音楽
部の皆さんも演奏しました。また、ステージ以外にも飲食・雑
貨ブースに加え、子ヤギと遊べるブースやキャンドル作り体験
など親子で遊べるワークショップまで盛りだくさんのイベント
となりました。夜は星空の下、竹宵のキャンドルと藍羽さん、
志多らの篠笛＆和太鼓演奏の中、サイエンスコミュニケーター
本田隆行さんによる星空鑑賞が行われました。ご参加いただい
た皆さま、ご出店いただいた皆さま、アーティストの皆さま、
そしてスタッフの皆さま、関わってくださった全ての皆さま、
本当にありがとうございました。
（当事業は平成27年度長野県地域発元気づくり支援金事業を活
用しています。）

7月25日（土）第2回「うるぎ星の森音楽祭」
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阿南病院 人間ドック・脳ドックのご案内
阿南病院では、人間ドック事業を行っております。
病気の早期発見はもとより、健康保持増進にお役立ていただくようご利用をお待ちしています。

１ 人間ドック （検査費用については、市町村や、事業所等から補助を受けられる場合があります。）

○ 当院の特徴
（１） 医師が当日診察して、健康指導を行います。
（２） 異常が発見されて保険診療になる場合、精密検査や治療を迅速に

行います。
（３） 管理栄養士の栄養指導があります。

２ 脳ドック （検査費用については、町村や、事業所等から補助を受けられる場合があります。）

○ 検査について
・フルコースでは、頭部ＭＲＩ、頸部超音波検査 等のほか、医師による結果説明を後日行います。
・５０歳以上の方は認知症診断を行いますので、定期的に受診しましょう。

３ 申込み方法
○ 事前に予約が必要ですので阿南病院医事課へ電話等でお申込みください。

電話０２６０－２２－２１２１（内線 １７３番） FAX ０２６０－３１－１０１４

１ 目 的 信州の里地里山の豊かな生物多様性の保全活動やその支援方法等を学び考えるフォーラムを
開催します。

２ 開催日 ９月１９日（土） １０時～１７時
３ 会 場 木曽文化公園 文化ホール（木曽郡木曽町日義４８９８－３７）
４ 参加料 無料
５ お問い合わせ先 県庁自然保護課 ☎026－235－7178

「人と生きもの つながり創生 全国フォーラム」開催

『再就職支援研修会のお知らせ』 ～看護の資格 もう一度活かしてみませんか？～
長野県看護協会では、看護師・助産師・保健師・准看護師の有資格者で再就職を希望する方
の研修会を下記のとおり開催します。

日時：平成27年9月 10日（木）、17日（木）、24日（木）、10月１日（木）
の４日間コース 午後1時30分～4時30分

会場：飯田病院（託児 要相談） ※受講料・託児：無料です
※申し込みは飯田病院看護部まで ☎0265－22－5150 平日8：30～17：30 締切8月27日（木）

実 施 日検査料金（税込）区 分

月～金曜日41,000円日帰りドック

実 施 日検査料金（税込）区 分

水、木曜日34,000円脳ドック（フルコース）

月～金曜日18,000円脳ドック（人間ドックと併用）

月 ～ 金曜日18,000円シンプル脳ドック

脳ドックのおすすめ
・頭痛、めまい、耳鳴り、難聴などの自覚

症状のある方
・高血圧症、糖尿病、高脂血症の方
・物忘れがひどくなった方

人間ドック人間ドック食食

地元食材を使用した

ヘルシーなメニュー！
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5
月
9
日

南
信
州
ラ
リ
ー

売木村・阿南町・天龍村を舞台に南

信州ラリーが開催されました。

6
月
20
日

重
見
高
好
さ
ん
ビ
ッ
グ
フ
ァ

イ
ブ
マ
ラ
ソ
ン
優
勝

南アフリカ・サバンナで開催された、

ビッグファイブマラソンに重見選手が出

場し、歴代３位の記録で優勝しました。

7
月
12
日

消
防
団
操
法
大
会

飯田市で開催された操法大会の小型ポンプ操法の

部に売木村消防団が出場しました。

8
月
5
日

歩
行
環
境
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
体
験

歩行環境シミュレータ「わたりジョーズ

君」を活用し、子供から高齢者まで楽しく・

安全に、車道横断の危険を体験しました。

4
月
29
日

長
野
県
市
町
村
対
抗
駅
伝

長野県市町村対抗駅伝に売木村の代

表選手が出場しました。

5
月
31
日

渓
流
釣
り
祭
り

毎年恒例の渓流釣り祭りが盛大に開

催されました。

6
月
22
日

反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー

原爆も原発もない未来を願い、「平和の火」を走

り継ぐ反核平和の火リレーが行われました。

8月4日に行われたせせらぎサイエ

ンス事業の様子です。

8
月
4
日

せ
せ
ら
ぎ
サ
イ
エ
ン
ス


